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教員メッセージ 

【著作への思い】 
楽器の中でもっとも複雑なメカニズムを持つピアノの製造とマーケティング戦略について、特に最高峰
であるスタインウェイと日本のヤマハを対比しながら語っています。 
演奏家の立場から、素晴らしい楽器を製造し、普及活動をしている企業の多様な側面を表現していま
す。 

【対象読者】 
楽器や演奏に興味がある人たち、経営に興味がある人たちに読んでいただきたいです。 

【著作から得られること】 
製品のアーキテクチャという考え方、製造大手企業の役割の変化、日本的経営など。 

【執筆の裏話】 
スタインウェイの工場にはニューヨーク、ハンブルグ共に行って取材してきました。職人により素晴ら
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しい製品を作っています。 
ヤマハの効率的な生産方法と人間の手作業による組み合わせで、品質の安定した製品を作ることに成功
し世界一の楽器メーカーとなりました。 
工場見学もできますので、是非浜松に行ったら寄ってみてください。 
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索引 

［著者］ 大木 裕子（オオキ ユウコ） 
東京藝術大学音楽学部器楽科卒業後ビオラ奏者として活動する。 
早稲田大学大学院アジア太平洋研究科国際経営学修士課程，同研究科博士後期課程修了後，昭和音楽大
学音楽学部，京都産業大学経営学部教授を経て，東洋大学ライフデザイン学部教授（現職）。主な著書
に，『オーケストラのマネジメント』『クレモナのヴァイオリン工房』『ピアノ 技術革新とマーケテ
ィング戦略』（いずれも文眞堂）などがある。博士（学術）。 

関連リンク 
東洋大学研究者情報データベース（大木裕子教授） 
http://ris.toyo.ac.jp/profile/ja.edc2ffb6341b37ae7ea9633a3592084c.html 
高齢者と文化消費―国際音楽祭を中心として―（東洋大学学術情報リポジトリ） 
http://id.nii.ac.jp/1060/00009844/ 
BBC Proms の顧客育成と音楽ビジネスへの影響に関する一考察（東洋大学学術情報リポジトリ） 
http://id.nii.ac.jp/1060/00008644/ 
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